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研究成果の概要（和文）：本研究では、伝統的な短期経済変動理論と長期成長理論を基礎に従来あまり取り組ま
れてこなかった中期(10‐20年)なマクロ経済現象を、「非線形動学理論」を援用し、理論的・実証的観点から分
析した。具体的には、日本経済の「失われた20年」と呼ばれる1990年代以降の持続的な不況を直接の研究対象と
して、その動態に関する理論分析や現実経済の不規則的変動の実証分析を行い、経済安定化のための政策提言も
試みた。分析方法としては、多数の変数を含む「高次元ケインジアン動学モデル」を用いた「不均衡」、「多変
数」、「非線形性」、遅れ微分方程式を用いた「政策ラグ」の数学的解析と数値シミュレーションを採用した。

研究成果の概要（英文）：In this research project, we studied the intermediate-run (between 10 and 20
 ywars) macroeconomic phenomena, which is distinguised from short-run economic fluctuations and 
long-run economic growth, both theoretically and empirically in reference to the Japan's 'lost 
twenty years'(the 1990s and the 2000s) . We constructed the high-dimensional nonlinear Keynesian 
dynamic models, which can analyze the effects of macroeconomic stabilization policies by means of 
monetary and fiscal policies. We also studied the macroeconomic effects of policy lag by means of 
delay differential equations. We published 39 academic papers, most of which were published in 
English in refereed journals and refereed books. 
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１．研究開始当初の背景 
従来のマクロ経済政策の理論分析は、静学的
フレームワークに基づくアプローチが主流
であったが、最近では、M. Woodford や J. 
Gali に代表されるニューケインジアン動学
モデルに基づくマクロ経済分析が急速に発
展してきた。しかし、マクロ経済政策の動学
分析で主流の地位を占めつつあるこのアプ
ローチでは、若干の市場の不完全性を考慮に
入れているものの、合理的期待仮説と均衡分
析を基本にモデルが組み立てられている。そ
れに対して、本研究プロジェクトでは、限定
合理性と不均衡分析を基本とする高次元ケ
インジアン不均衡マクロ動学モデルを発展
させ、最近 20 年間の日本経済のパフォーマ
ンスの解釈と財政金融政策を手段とするマ
クロ経済政策の分析に応用することを試み
る。また、政策ラグがマクロ経済の安定性に
及ぼす影響をも、数学的に分析することを目
指す。 
 
 
２．研究の目的 
本研究は、伝統的な短期経済変動論と長期成
長理論を基礎に従来あまり取り組まれてこ
なかった中期的(10 – 20 年)なマクロ経済現
象を、「非線形動学理論」を援用し、理論的・
実証的観点から分析することを目的とする。
具体的には日本経済の「失われた 20 年」と
呼ばれる 1990 年以降の持続的な不況を直接
の研究対象とし、その動態に関する理論分析
や現実経済の不規則変動の実証分析を行い、
経済安定化のための政策提言も試みる。 
 
 
３．研究の方法 
多数の変数を含む「高次元ケインジアン不均
衡マクロ動学モデル」と「タイム・ラグを含
む非線形マクロ動学モデル」を構築し、「不
均衡」、「多変数」、「非線形性」、「政策ラグ」
などを含む財政金融政策がマクロ経済の小
域的・大域的動学安定性に及ぼす効果を、数
学的解析と数値シミュレーションを併用し
て分析する。 
 
 
４．研究成果 
上記の目的と方法に基づき、「主な発表論文
等」で掲げる研究成果を生み出すことができ
た。これらは、図書 3 冊、論文 39 編、学会
報告 15 件にのぼるが、特に、浅田統一郎に
よる論文[3], [10], [11], [12], [13],[21], 
[31], [33], [34], [35], 浅田統一郎と松本
昭夫による共同論文[22], [23]は、上記の目
的に直接関連づけられた研究成果である。ま
た、松本昭夫と F. Szdarovsky による数多く
の共同研究は、非線形マクロ動学のみならず、
独占・寡占市場の理論的分析をテーマにした
時間遅れ(タイム・ラグ)を含む遅れ微分方程
式(Delay Differential Equation, 微分差分

混合方程式)を用いた非線形ミクロ動学を解
析と数値シミュレーションを併用しつつ研
究しているが、これらの研究で開拓された分
析方法は、政策ラグを含むマクロ動学分析に
も広汎に応用できる汎用性を持っていると
いう意味で、極めて有用である。 
 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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